
 
災  害  情  報 

令和 4 年 7 月 5 日 07:30 現在 

国 土 交 通 省 

令和 4年台風第 4 号等による被害状況等について（第 1報） 
※ これは速報であり、数値等は今後変わることもあります。 

 
１ 気象状況 気象庁発表（7/5 5:00） 

○台風第 4号は 5日 3時には長崎市の西約 50キロの海上にあって、1時間に

およそ 20キロの速さで北北東に進んでいる。台風は 5日の午前中に九州

に上陸し、6日の未明までには西日本で温帯低気圧に変わる見込み。 

○台風や台風から変わる低気圧の接近、太平洋高気圧の縁をまわって流入す

る温かく湿った空気の影響で、西日本から東海地方では 6日にかけて雷を

伴った非常に激しい雨や激しい雨が降り大雨となる。6日 6時までの 24 時

間雨量は、多いところで 250 ミリ。四国地方では線状降水帯の発生しやす

い状況が続く。 

○また、北日本から東日本では上空の寒気の影響で大気の状態が非常に不安

定になるため、6日にかけて局地的に雷を伴った非常に激しい雨が降り、

大雨となる。 

○土砂災害に厳重に警戒し、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒。強

風や高波、竜巻などの激しい突風に注意。 

 

２ 体制等 

○警戒体制：本省、中部地整、近畿地整、四国地整、九州地整、九州運輸、

国総研 

○注意体制：気象庁、北陸運輸局、中部運輸局、近畿運輸局、神戸運輸監理

部、四国運輸局、国土地理院 

 

３ 被害情報等 

(1) 河川（7/5 5:30 時点） 

○高知県が管理する４水系４河川で溢水氾濫。 

このうち、大坂谷川水系大坂谷川（中土佐町）で数戸の床下浸水を確認。 

 

(2)ダム（7/5 4:00 時点） 

○洪水調節を実施したダム １２ダム 

うち事前放流を実施したダム ４ダム 

 

(3)砂防 

〇土砂災害（7/5 6:30 時点） 

・2件（兵庫１、鹿児島１） 

 人的・人家被害情報は現時点で無し 
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〇土砂災害警戒情報（7/5 6:00 現在） 

・10 府県 22 市町村に発表 

（青森県、岩手県、富山県、石川県、京都府、兵庫県、岡山県、愛媛県、宮崎

県、鹿児島県） 

※3県 6 市町村で継続中 

（愛媛県、宮崎県、鹿児島県） 

 

(4) 道路（7/5 6:20 時点） 

○高速道路等 １路線１区間 

被災による通行止め： 

Ｅ９京都縦貫自動車道（京丹波みずほ IC～京丹波わち IC）【1区間】 

：土砂流入による通行止め 

○直轄国道 １路線１区間 

被災による通行止め： 

国道５６号（高知県高岡郡中土佐町） ：土砂流出による通行止め 

（被災は 2箇所で 1区間として交通規制） 

国道５６号(高知県須崎市) :路面冠水による通行止め（7/5 4:00 解除） 

 

○補助国道 ２路線２区間 

被災による通行止め： 

国道１２１号（山形県米沢市）         ：法面崩落による通行止め 

国道１５２号（長野県伊那市）         ：土砂流出による通行止め 

国道１９３号（徳島県那賀郡那賀市）  ：倒木による通行止め 

（7/4 14:30 解除） 

国道４３９号（高知県高岡郡梼原町中平）：土砂崩れによる通行止め 

（7/4 10:30 解除） 

国道４３９号（高知県高岡郡梼原町島中）：土砂崩れによる通行止め 

（7/4 16:30 解除） 

○都道府県道等 被害３県 ９区間 

被災による通行止め： 

高知県７区間（土砂崩れ３、土砂流出１、路面冠水３） 

宮崎県１区間（路肩崩壊１） 

鹿児島県１区間（倒木１） 

 

(5)鉄道（7/5 6:00 時点） 

○運転を見合わせている路線：４事業者１２路線 

○今後、運転を見合せることを発表している路線：１事業者１路線 
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(6)空港（7/5 05:00 時点） 

○空港施設等の被害情報なし 

○運航への影響 

7/5 欠航便 天草エアライン 10 便 

 

(7)海事（7/4 21:00 現在） 

○26 事業者 26 航路において運休又は一部運休。 

 

(8)海岸、下水、公園、都市、自動車、港湾、物流、観光、海保関係の状況 

 ・被害情報なし 

 

４ 国土交通省の対応 

○国土交通省災害対策連絡調整会議（7/4） 

 

(1)TEC-FORCE 等 

○JETT（気象庁防災対応支援チーム） 

7/4 14 名（山梨県庁 2名、静岡県庁 2名、愛知県庁 2名、山口県庁 3名、

宮崎県庁 5名）を派遣 

7/5 4 人（三重県庁 2人、宮崎県庁 2人）を派遣 

 

(2)ホットライン 

○中部、近畿、四国、九州、沖縄 

29 市町村とホットラインを構築 
 （三重 1、福井 1、兵庫 2、京都 5、徳島 1、愛媛 1、高知 15、長崎 1、沖縄 2） 

 

５ 海上保安庁の対応 

〇対応体制 

（１）第七管区海上保安本部 

7/4  18:00 警戒配備発令 

（２）第十管区海上保安本部 

7/2  13:00 警戒配備発令 

（３）第十一管区海上保安本部 

7/2  00:00 警戒配備発令(7/3 10:00 解除済) 

［参考］警戒配備：海上災害の発生に備え、巡視船艇・航空機等を即応待機

としている状況 
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〇対応状況 

（１）巡視船艇、航空機の即応体制確保 

（２）海の安全情報発出（台風第４号接近に伴う注意喚起） ２件 

（３）港湾における避難勧告等の発出 

・第一体制（港外避難準備（警戒）勧告） 117 港 

・第二体制（港外避難勧告） ２港 

（４）臨海部の施設周辺海域での錨泊制限の発出状況 

      7/3  10:00 志布志国家石油備蓄基地 

      [参考] 海の安全情報：広く海域利用者に対し、気象・海象の現況、

気象警報・注意報の発表、台風や発達した低気圧に伴う 

事故防止の注意喚起等の情報を提供（テレホンサービス、イ 

ンターネット、メール） 

〇主な被害状況等 

現在まで海上における被害情報等認めず。 

〇その他参考事項 

（１）自治体等からの支援要請等なし。 

（２）当庁施設の被害なし。 

 

 

問合先：水管理・国土保全局防災課災害対策室 小林 

代 表：０３－５２５３－８１１１ 内線３５－８２２ 

直 通：０３－５２５３－８４６１ 


